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過渡期の教室空間

藤本純子

教室という空間

授業を考えるときに原点となるのは、明治以来その基本型をほとんど変えていない、

強特な「教室Jという空間である。将来、学校という施設そのものに大々的な変化が生じ

て授業の形態が変わることになっても、学習者が出会い集まる場としての教室の機能はお

そらく残るだろう。ここでは、ドイツ語の授業とメディアとの関連も考えあわせながら、教

室空間について考察する。

旧メディアは時代おくれか?

パソコンとインターネットがいまやその代名詞のようになっているマルチメディア環

境だが、どこでも整い、万人が使いこなすようになるまではまだ多少時間がかかりそうで

ある。マルチメディアは従来のメディアの進化・統合された形であり、基本的に旧メディ

アの性質もあわせ持っていると言える。したがって、従来のメディアの特性を再確認し、

充分活用できるようになっておくことが、新しいメディアを使用する前提となる。現在で

も、気がつけば機器に振り回されていることがある。 r気をつけなくてはならないのは、

その作成準備に手をかけるにとどまって、それが学生の知的活動をどれだけ引き起こすか

の検討を軽視していないかどうかということです。一種のショーになって、結局講義一本

やりの授業に多彩さが加わっただけで、学生が『お客さん』のままでいることにはかわり

ないということになってしまうことがあります。 J (浅野、 49頁) 授業実践におけるメ

ディアをめぐる古くて新しい基本的な問題や、ある意味でこれまで以上に増える負担を補

ってあまりあるだけの効果が出せてこそ、新しいメディアが意味を持つ。

板書の再認識

古いメディアの中で特に見直したいのは黒板やホワイトボードである。教室といえば

「前方に黒板」が定番である。その一番の特長は、手軽なこと、広さのあること、加工(加

筆、訂正、削除…)が自由なこと、書く/描くプロセスが見え、一人でも複数でも作業で

きることである。書き手の個性が素直に表れる媒体でもある(文字、描線、タッチ)。い

つもあるためあまり意識しないが、自由で応用の幅の広い、創造的な使い方が可能な作業

面である。残念ながら、大学教師には板書方法という基礎テクニックを学ぶ場がないし、
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板書が話題にのぼることもほとんどない。小中学校の教師たちの、読みやすさと見やすさ

を前提とした、しっかりした構成を持つ完成度の高い板書が参考になる。 l

TV黒板

マルチメディア教育施設に詳しい建築家の鈴木敏恵は、従来の黒板にかわるものとし

て rTV黒板Jを紹介している。何でも簡単に映し出せ、教室を暗くしなくてもよく見え

る、いわば現在の黒板をそのまま大画面にしたようなテレビで、映像化できるものはすべ

てこれ一つで呈示できるようになる。魅力的なのは、リヤースクリーン方式のため証明や

ブラインダーなどを気にしなくても利用できることである。画面近くで光を遮る心配をし

ながら移動したり作業したりする必要もない。鈴木の描く近未来の学校では「すべての『教

室』と呼ばれる部屋には、従来からの黒板、そしてコンビューターとTV黒板、これらが

バランス良く設置されている。 J (鈴木、 91頁)早い実現を望みたい実用性の高いシステ

ムである。 2

絵

教材から直接学習者の目に入ってくる挿し絵や写真、あるいは図表などは、 ドイツ語

圏の文化に関するさまざまな情報を担うことが可能である。細かく見ればいろいろなもの

があるが、ここでは全てをまとめて「絵」と言うことにする。 3

絵の役割

絵は基本的に、言語を介さずにさまざまな情報を提供する機能を持つ。(むろん実際

には言語との組み合わせで使われたり、文字情報が絵として用いられることもあり、単純

に境界線をひくことはできないが。)また対象に対する心理的な距離を縮め、ハードルを

低くして理解を助けるはたらきがあり、本来の機能が発揮されれば、対象に対するより具

体的な像を提供し、誤ったイメージを抱くことを防ぐことができる。逆に、謎をふくむた

めに興味を引き、想像や連想を誘う絵もある。ドイツ語圏の絵の場合は、さらに文化的差

異という要素が加わる。つまり、描写されているものだけではなく、描写方法そのものが

異文化でありうる。

絵を単独で授業に用いることも可能だが、ことではよく目にする、教科書などで補足

的に用いられているものを中心に考えてみる。テクストや練習問題、あるいは文法規則な

どを説明するものとして意識的に使われ、絵とテクストとの対応関係がはっきりしている

場合、両者は相補関係にある。しかし、絵と掲載個所との関連が明らかでなく、単に飾り

あるいは埋め草として紙面の空白に添えられている例や、テクストなどの内容が全て理解

できて初めて、絵が何を表わしているのかわかる場合も多い(テクストが絵そのものの解

説である場合は別である)。教科書を例にとれば、措き手、著者、出版社、受け手(学習

者/教師)それぞれの意図や関心、見方などが絡まりあい、実際に授業で絵が個々の学習

者に対して及ぼす効果は千差万別であることが想像できる。
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絵の問題点

学習を助けるはずの絵が、逆に誤解・混乱を誘発することもある。考えられる問題点

をいくつかあげてみる。(ただし、特定の目的のためにそれに適した形をとっている場合

は除く。たとえば「間違い探しJやテーマ別分類、異文化相互の比較など。)

一事実誤認に基づく絵。ドイツ語聞の事実と異なる。(たとえば他の文化圏に属するもの

との混同、現状と合わない、日本文化からの類推など。)

ーテクス卜と絵の内容の不一致。絵とテクストの内容が互いに矛盾していたり、絵が

テクストと関係なく独自の強いメッセージを発していて、バランスを欠く場合など。

一対応関係の不明。絵と本文や課題の対応個所や内容の対応関係がわかりにくいもの。

(複数ある課題のうちの一部についてのみ絵が載っている場合や、絵の力量に問題が

ある場合なども含む。)

ー情報過多の絵。焦点が定まらず、情報を拾い出しにくい。

挿し絵における文化的要素

次に、挿し絵に関する問題点をいくつか整理してみる。

1 日本文化の類型的表現コードの混入 筆者が実際に目にした例としては「泥棒の頬かむ

りJ rテルテル坊主J rねじり鉢巻き矩娃J r土下座」などのモチーフ、またよく見

られるコミック特有の感情描写法としては、冷や汗を示す額の汗の滴、怒りを表わす頭か

らの湯気、得意げなさまや生き生きとした様子を示す補足線などがある。日本人学習者に

特定の雰囲気を理解させるにはてっとり早い方法かもしれないが、無意識のうちにドイツ

語圏にも同様のものがあると捉えられてしまう危険性も考える必要がある。

2 日本的なタッチ 挿し絵にはさまざまなスタイルがあり、描き手によっても個性が異

なるが、文化の影響を考えると、日本人による挿し絵に一定の傾向が表われていても不思

議ではない。日本で出版されているドイツ語教科書の挿し絵の多くに共通してみられる特

徴は「コミック文化Jの強い影響である。対象世代の好みに合わせようとしていることも

一因ι思われる。いくつかの傾向を挙げてみる。
一子供っぽさ。可愛らしく単純化。まるみのある線。無害化。

ー職業・年代・性別、感情表現などのパターン化。

ードイツ語圏人の類型化。 ーなど。

3絵の受容に関する試み 注 lでふれた夏期セミナーでは、 30冊ほどのドイツ語教科書

(現在日本で市販されているものに、昭和三十年代の日本のもの、ドイツ語圏のもの、 韓

国、タイ、イタリア、アメリカ、フランスなどのものでたまたま入手できたもの)から「人

物jの含まれている挿し絵のサンプルを取り、日本人によるものか否か、そうでなければ

どの文化圏に属するものかを推測してもらうグループ作業をしてみた。グループの一つは

全員ネイティヴで、特に感情表現については日本人グループの結果とは対照的な解釈が続

出し、大変興味深かった。一連の作業のなかの一つの試みにすぎず、厳密には個人差にも

配慮が必要であり、データというには程遠いが、挿し絵との意識的な取り組みの必要性、
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絵の解釈・受容の主観性、文化問の違いをテーマ化する可能性と意義などを確認すること

はできたと思う。現段階では仮説の挿し絵の文化比較として、今後機会を改めて系統的に

調査したいテーマである。

絵の意識的な活用

絵に関しては見過ごされている点が多い。いくつかは見てきた通りだが、たとえばす

でに現状と合わなくなっている写真の場合、注や解説によって撮影場所や時代、状況など

が特定できればよいが、実際には何の断りもなく「雰囲気jづくりのためにただ添えられ

ていることも多い。また挿し絵も、プロの作品であっても、暖昧な間接情報や想像をもと

に描かれていることが少なくない。したがって、絵を用いた教科書や教材を作成・使用す

るときには、テクストと同程度、場合によってはそれ以上の注意を払い、本来の意味で理

解を助け、知的好奇心を刺激するか、学習者にどのような影響をおよぼすか、予測を立て

る必要がある。 4 教師のドイツ語圏に関する正確で幅広い情報と、 「見るJカ・注意力に

かかっているとも言える。 5 だが、絵が中心的な役割をはたす(つまり意識化される)作

業を授業に取り入れて、学習者の絵との関わり方、絵の受容の仕方を知ると同時に、彼ら

自身にも気づいてもらう機会を作ることも大切なのではないだろうか。

マイク

本来の「肉声Jへの補助手段

日頃あまり意識せずにいるが、広い部屋で数十人もの人間とやりとりをしなければな

らないという状況は、日常の生活場面と比較してみるとかなり異常である。そこで声を張

り上げて叫ばなくとも全員に聞こえるように、マスプロ授業ではマイクがよく使われる。

しかし、教師がマイクを狙占している状況が一般的である。そこで、学生にもマイクが自

由に使える状況を作ることを提案したい。(問題は、全員が一本ずつ使えるような条件は、

LL教室でもない限り整わないことである。しかし LL教室では逆に授業内のコミュニケー

ションが成立しにくい。大きな普通教室では、同じ教室でワイヤレスマイクを2本一教

師用と学生用一確保するのが精一杯である。)

マイクを使用すると、距離や肉声の不備が補われ、普通に楽に声を出せば広い部屋で

も他人に充分聞こえる。大切なのは、他人の声ばかりでなく、スビーカーを通した自分自

身の声の聞き手にもなれることである。空間の中で音の広がりを感じ、自分や他人の声を

聞いてフィードパックを受けると、自然と音量やリズム・テンポなどを調整できるように

なるからである。さらにマイクは、発言者としての立場を意識化するという利点も持って

いる。(あたりをはばからぬ大声での私語は、自分の音量や周囲に与える影響を測ること

に慣れていないことにも一因があると考える。)マイクを通すことで、発言は「公共性J

をおびる。また、持ち重りがする具体的な道具を受け取った瞬間にある種の責任が生じ、

声を出す、話し方やマイクの持ち方などを調整する、次の相手の顔を確認して受け渡しを

する、などの一連の具体的な行為が引き起こされ、それがマイクを介して入から人へと教
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室の中を移動していくことで、教室の中には一つの流れが生じる。ただし、いつまでもマ

イクを通していたのでは、演劇と障害者療育に長年たずさわってきた演出家の竹内敏晴が

r (…)声というものは、ほんとに、一つの『もの』のように、相手のからだ、にぶつかっ

たり、はずれたり、散らばったり、落っこちたりするもので、そのありさまは、ほとんど

自に見えるのです。 J (竹内、 71頁)と述べるような、語りかける相手に向けて発せられ

る声本来の力は経験できない。授業のなかで、マイクを使うときと使わないときを作るこ

とによって、その違いを意識し、メリハりをつけることもできる。あくまでもマイクは授

業のなかだけの補助手段で、各自が自然な状況のなかでも本来の「肉声」を出せ、ことば

が楽に出てくるまでの中間段階ととらえている。

新しいメディアの申し子たち?

学生たちの知覚の仕方や授業とのつきあい方には、教員世代とはかなり違いがある。

これは教師にとって決してやりやすい状態とは言えないが、学生たちの側とて同じはずで

ある。目をそらすことなく、現実をよく見なければならい。

筆者がひっかかりを感じている点をいくつか並べてみる。もちろん個人差も大きいが、

筆者が幾度も経験したことに基づいており、特殊な例を集めたわけではない。なお、これ

らについては以前にも若干述べたことがあり、また同業者たちとの聞では日常話題にして

いることでもある。授業で用いられる旧来の道具の影が薄くなりつつのは、メディアの変

化とも関係があるのだろうか。

その場限り・脈絡不在

授業が一つの「流れJとしてではなく相互に関連のない個々の「点jの集合として捉

えられ、授業参加にも「ピンポイント攻撃J的傾向があるのが気になる。授業の組み立て

方にも原因があるだろうが、方法を変えてもやはり同じような反応に出会うと、原因はそ

れまでの長い学校生活のなかで作られてきた学生側の習慣にもあると思わざるを得ない。

たとえば、直前にでた話や、ほんの数分前の出来事が学生の意識を素通りしていることは

珍しくない。試験も、出題範囲を限定するとその前後の関連事項まで切り捨ててしまうの

で、既習事項にもあちためて注意を促す必要が生じたりする。授業のなかで生じている事

柄相互の聞に、自分なりの脈絡を作り上げることが難しくなっている傾向が見られる。

道具を持たない学生たち

1ノート 授業にノートを持たずに現われ、ありあわせの紙や別の科目のノート、教科書

の空白などにその場限りのメモをとる光景をしばしば目にする。前後の脈絡は失われ、散

逸して必要なときには見つからない。ノートの整理法や提出物の体裁などについてもルー

ルや具体的な方法の指導が大学でも必要になっているのかも知れない。また欠席その他で

空白になった授業個所も補われることは少なく、参加しなかった部分は「ないJと同じ扱

いとなる。今後、ノートが小型軽量パソコンにとってかわられる時代もくるだろうが、こ

うした状況に変化が生じるかどうか、興味を持って見ていきたい。
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2配布物 同様に、配布資料もバラバラにされるのを嘆くよりは、サイズや体裁を一定

にするなど使いやすい形で提供するとともに、授業での重要性を高めて学生の整理・保存・

活用を促す形をとる方が現実的である。(マルチ)メディア機材使用の活用によって、授

業での情報提供の形が「紙」を使わないかたちになったときには、むしろ学生側の工夫や

彼らの感覚によるアイデアを積極的に借りることになるだろう。

3辞書 同じ意味で辞書も、大きさ重さ、引く難しさ煩わしさに抵抗を感じる学生は持

ってこない。教師サイドにも、辞書に依存しすぎる学習心理の否定的な面を心配する気持

ちはある。しかし、学習者に表現したい気持ちがわいたときに語棄の範囲を広げたくても

道具がないのは不自由かつ不便であり、教師にもすべてを提供している余裕はない。一つ

の解決法は、語葉集がついた教材の利用である。しかし、語葉・訳語ともにその教材で用

いられているものに限定されているため応用が利かないし、掲載語が網羅的でないことも

多く、初学者にはかえって使いにくい。辞書の利点は(マイナス面とも裏表の関係にある

が)自力で探したり確認したりすることができる、語義の広がりを目で見て、訳が一対ー

ではないことを実感できる、他の語や図表なども同時に自に入る、例文が利用できる、異

なった辞書を持つ学習者相互の情報交換が促進される、など数多い。筆者は、使い方のア

ドバイスに始まり、辞書の積極的な使いこなしを求める授業を支持する。辞書は個人の学

習ペースの違いをサポートする道具でもある。 6

現実的なケア

浅野誠は、受身の姿勢のまま大学に入ってくる学生たちにはかつての中学高校で行わ

れていたような指導が必要になっていると指摘し、 「その際に重要なのは、 『大学生だか

ら、これくらいできて当たり前~ r大学生だから、自分で積極的にやるのは当たり前』と

いう観念を捨てることです。それは、 『大学教師の勝手な言い分であって、学生のあずか

りしらないことだ』というつもりくらいになる必要があります。(…)学生のリアルな現

実から出発して、大学教師からみて不足と感じられることについて、きちんと教える、な

いしは、学生自身が自分から勉強する気になり、自分で勉強するための方法を教えること

が大切なのです。 J (浅野、 36頁)ときわめて現実的な観点から述べている。まずは学生

側に求める必要な条件がそろうよう、教師が具体的な指導を試みるととが先決で、ないも

のねだりをしても生産的ではないということである。

生きたメディア

人間

ところで、いつでも必ず教室にあるもっとも手軽で、変化に富んだメディアは、実は教

師自身、学生自身である。何よりも、このメディアは生きた相手の反応をすぐに感知し、

自由に移動でき、即座に反応でき、しかもひとつひとつがすべて異なるという強みを持つ。

上では他のメディアとの関係で人聞を見てきたが、ここでは授業のなかで人間というメデ

ィアが相互にどのように関わっているかに注目したい。
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リップサービス

「ドイツ語は難しい」 一教師は学習者のこのことばを恐れる。なんとかしてそう思

われないようにしたいと願う。その結果、さまざまな「リップサービス」が出現する。た

とえば教科書のタイトルに「やさしいJ rかんたんなJ rたのしい」がよくつくことや、
教科書の解説や発問のスタイルの変遷がその例である。 “命令調…せよjは若干やわ

らいで「…しなさい」となり、ついで“依頼調" rして下さい」に変わり、 “勧誘調…

し(てみ)ましょう」を経てさらに学習者との距離を縮め、いまは「…だ(よ)J r…か

な?J r…し(てみ)ょう」などの“仲間調"に移行しつつある。(名称は筆者が仮につ

けたものである。)最新の仲間調は、子供向け教材や読み物に使われている口調と変わり

なく、 (演出された)親しさを通り越して、軽さ・幼さを感じさせる。しかし考えてみれ

ば、一般向けの雑誌の実用記事やテレビ番組、あるいは多少くだけたマニュアル本・ハウ

ツーものにもこの類の語りかけはすでに侵入している。以前に社会現象として「やさしさ

の精神病理」が話題になったことがあるが、教育でもひとを傷つけることを恐れる心理が

はたらき、優しさ一易しさともつながるーが求められるようになっているのである。再び

浅野の忠告に耳を傾けよう。 rwノリ』をつくりだすものは、 『明るく楽しい』トーンだ

けではありません。基本的に大切なのは、授業における知的内容のおもしろさであり、授

業に知的創造があることです。 J (浅野、 28頁) r私は、 『ノリ』をつくることに加えて、

『厳しい』授業であることを強調します。 w楽しいが、要求水準は落とさない』というの

です。学生たちは、 『楽しい授業は評価も甘い』という通説を信じ、 『楽しむ』だけで勉

強しないことがあります。 J (向上、 29頁)

文法との微妙な関係

文法訳読方式は今も根強い。その文法規則偏重の弊害への反省から、なんとかして文

法との適切なバランスをドイツ語教育に作り出そうとする試みがある一方では、その反動

も生じつつあるように思われる。つまり文法軽視の傾向である。学生の心理的垣根を取り

払い、自由な学習活動を促したいがために、教師はつい「文法はあまり気にしなくていい」

「文法はどうでもいいから」と(心にもないことを)口にしてしまう。文法の大切さを身

をもって知っているのは、そのおかげでいまドイツ語を教えられる立場にある教師自身で

ある。学習者にとっての心理的負担を軽減しようとする本意が学習者に正しく理解されれ

ばよいが、このことばを真に受けて構造面からドイツ語を充分にとらえていないために、

学習上の過程で顕きを生じてしまう可能性は否定できない。

教師は、授業時間内の各時間帯の焦点をはっきりさせてその中で文法に重点をおくか

おかないかも学習者に伝え、具体的な作業状況を見ながらサポートを提供していく必要が

ある。いたずらに糖衣をかぶせたり不安を抱かせりするかわりに、学習者がそれぞれ自分

にとって必要な、健全な文法とのスタンスを見出せるような調整をするのである。

中学・高校での英語教育の現状や、学習者が過去の英語学習のなかで文法とどのよう

な関わりを持ってきているのかもあらかじめ承知しておいた方がよい。学習指導要領7で

F
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理論面を知り、かつ現場の英語関係者たちと情報交換する、あるいは目の前にいる学生た

ちの話を聞くなどして、教師・学習者双方の観点から把握しておきたい。

口を開くことへのこわばり

身体のこわばりを解く

学生の日常のコミュニケーション不全や、他人とのやりとりの訓練不足も、授業のな

かにそのまま持ち込まれ、ときとしてドイツ語などどこかに吹っ飛んでしまうこともある。

そのようなときに痛感するのは、外国語以前にまず母国語での日常的な話し方やことばの

作法の基礎訓練を補う機会が必要だということである。しかし、少し見方を変えれば、外

国語であるがゆえに距離が保てるという意味では、ドイツ語学習の場は、日頃の自分自身

の日本語の使い方をドイツ語の側から見直すよい機会になる可能性も秘めている。

教室のなかを見渡すと、一見まったく変わったところは感じられないが、ものを言お

うとすると全身がかちんと固まって緊張し、声がすぐには出ない学生がいる。書くときに

はリラックスしている。

浅野は学生たちについて rw書き言葉知性』はありますが、それが『話し言葉知性』

や『身体表現知性』と結びついていなしり (浅野、 91頁)という。そして r(…) w書き

言葉知性』が形式的断片的になっており、構造的なものになっていないことが多いのです。

そのため『書き言葉知性』が現実の問題と結びあって展開していきにくく、 f頭でっかち』

といわれる状況になるのです。(…)そうしたことを考えると、 『書き言葉知性』と『話

し言葉知性』と『身体表現知性』を結びつけた授業をすることが求められているといえま

しょう。 J (向上、 92頁)これを言い換えれば、ことばとその意味が、用いる本人のなか

で一体化しておらず、加えて身体表現とも調和せずにそれぞれがぱらぱらになているため

にぎくしゃくしてしまうということであろう。授業のなかで、もっと単純に身体的・生理

的側面から学生をとらえるときがあってもよいのではないだろうか。つまり、物理的に身

体のこわばりをほどいたり、姿勢や呼吸を整える要素も入れるということである。

ほんとうは話したい学生たち

=とば数の多寡は学生によってさまざまだが、総じて言いたいととがあっても公には

口を聞かない学生の方が多い。そのかわり、私的なおしゃべりも多い。他人を妨害する私

語もあるが、注目したいのはもうひとつの私語である。聞かれたいがための私語、つまり、

公に言うほどの度胸はないが、他人に聞こえていることを計算して行われる私語である。

教師がタイミングよく介入して(教師自身の意見を押しつけるのではなく)調整し、個別

の私語たちの聞にいくつかの筋道や複数の意見の傾向が見えるようになれば、私語が私語

のレベルを越えて「発言」になるまでにそう時間はかからない。

浅野は、授業方法を変えること、つまり「学生の共同作業・共同討論としての授業J

によって「発言・作業をしなくてはならないから『私語』する暇がないj状況を作り出す

ことを提案する。 rwしゃべる』のをおさえつけるのではなくて、積極的に発言しなけれ
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ばならないとなると、事情がかわってきます。授業のなかでどんどん話をしなくてはなら

ないのですから、私語というわけにはいかないのです。 J (同上、 115頁) その際に注意

しなければならないのは、教師がガマンできずに、訂正役・審判役として介入しがちなこ

とだろう。身体がリラックスし、声が楽に出るような状態と何かひとこと言いたくなるよ

うな雰聞気を作り出し、さしあたりは私語でもよいからとにかく学生側の発言を誘い出す

ことが大切である。

学習者相互の教育力

"しernendurch Lehren“ 

Haussermann / Piepho Aufgaben-Handbuchでくり返し現れるキーワードの一つが、

"Lernen durch Lehren“、すなわち、学習者自身が他の学習者に教える立場に立つことによ

って自分の理解を確認・修正し、学習をさらに深める効果のことである。他者に理解でき

る形で提供するためには、自分が対象を充分に理解しており、かつ相手の視点に立つこと

ができなければできない。自分にとっての理解しやすさと他人にとっての理解しやすさが

働きあい、フィードパックし合うことによって矛盾や問題が明らかになり、理解内容の見

直しゃ協同作業が行なわれることになる。相手にわかる明瞭な形で伝えなければならない

という意味では、話し方の訓練にもなるのではないだろうか。浅野が強調している学生の

聞に「ノリJを作りだすことの重要性も、学生相互の働きかけが互いを育てる効果を持っ

ているという点では軌をーにしている。 B

Wer ist wer?一教室の中の分布を知り、動かす

自分自身のことや本音を語りたい・伝えたいという学生の欲求は、こちらが思ってい

る以上に強い。筆者は出欠調査がわりに、授業時間の最後に時間のテーマと何らかの関わ

りを持つ短文を各自が書くという形をよくとる。教科書の例文などを借用しでももちろん

かまわない。しかし、学生が驚くほど真剣に自分個人の現実や考えなどをドイツ語で表現

してみようと試みていることは、作業のあいだ彼らの聞を回っていると質問を多数受ける

こと、時間をすぎても適切な表現を探して苦労する姿があることから伝わってくる。集ま

ったドイツ語文をまとめてフィードパックすることで、間接的な訂正が行なえると同時に、

具体的で多様な「個人Jの姿も見えてくる。同じクラスの仲間が述べた内容であることが

学生たちの興味をひき、仲間意識を作り、ひいてはドイツ語表現を広げることへもつなが

っていく。

そのためにも、教師には教室のなかの状況、いわば空気の状態を敏感に察知できるこ

とが求められる。学生に関する個人情報(と言うと大げさだが、その個人につながる具体

的情報を一、二という意味で、些細なことでかまわない)、教室の中の人間・物品の配置、

平面の占有率と位置関係のイメージ、学生聞の関係の力学、その変化ーなどをおおよそ

っかんでいる必要がある。ときおり偶然や操作によってその配置を変えることで、空気の
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流れに変化をつくることもできる。ペアやグループなどの組み替えが一例だが、あてる方

法などもヴァリエーションをつけやすい。こうした小さなやりとりの積み重ねから空気が

動きだし、コミュニケーションの基盤が形成され、相互関係へと引き継がれる。 r今、進

行中のこと」に自分が巻き込まれているという感覚を持つこと、周囲の多様な「個人」に

関心を持って状況を把握する能力をつけること、相互作用を生み出すととが目的である。

この図には、もちろん教師自身も含まれる。したがって教師もまた一個人として登場

する時間を持つことがフェアーだし、学生との関係や教室の雰囲気をよくすることにもつ

ながるだろう。教師と学生が互いについて想像したり考えたりしていることは、実態とず

れていることも少なくない。教師は、全体との関係の中で自分自身の位置や動きをシミュ

レートしながら授業を組み立てていくことが大切である。そのためには自らの言葉使いや

ふるまいを客観的に観察し、修正できる柔軟性も求められる。学生の注意が、授業内容よ

りも教師の身なり、言動や癖などに向けられていることはよくある。自分の意識しないと

ころでも様々なメッセージを発しているという意味で、教師は立ち居ふるまいすべてが見

られ解釈されている可能性を意識し、 「媒体Jとしての自分を知る必要がある。 9

外とのリンク

教官相互の意見・情報・経験交換

ドイツ語との関わりでもっとも身近な教室の外と言えば、同僚や他のドイツ語教師た

ちであるが、具体的な個々の授業内容に関して意見交換する場はそう多くない。しかし、

次のような見方もできる。 r大学教師は研究の世界では緊張した関係をもつのですが、教

育では逆に気楽につきあえる関係をもてる場合があるのではないでしょうか。加えて小中

高校のような学習指導要領がなく、教育実践に関する統制が弱く、自由な実践が追求でき

やすいところですから、その意味でもいろいろな交流をもちたいものです。 J (浅野、 130

頁)大学では、教育面での拘束の弱さを逆手にとって活用することも手だというのである。

チームティーチング

複数の教師が授業について情報を交換するだけでなく、授業空間も共有できるのがチ

ームティーチングである。 r総合科目などで複数の教師が合同で授業を担当する亡とをみ

かけますが、その場合、教師が交代で担当するということになっていて、同時に複数の教

師が教える形になっていません。できれば、同時に複数の教師が教えるという形態でやっ

てほしいものです。いっしょになって授業の準備をし、授業展開と各々の役割を打ち合わ

せ、それをかみあわせて授業すると言うのは、当の教師自身に一種のスリルと緊張感、と

同時に安心感とふくらみを感じさせるものです。その過程で、お互いが授業のやり方を学

びとるだけでなく、異なる専門分野の蓄積を吸収することもできます。 J (浅野、 132頁)

実際にはさまざまな要素がネックとなって正規のプログラムとしては実現しにくく、プラ

イベートな形で行なわざるをえないことが多い。学習対象を複数の角度から扱えるメリッ

トがあるこの形が、正規の授業形態として公認されれば、ネイティヴに限らずさまざまな
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ゲストスビーカーを気軽に呼べるようになるのではないだろうか。

事務との協力関係

教室内の環境や機材の手配、そして印刷などに関しては、教務掛をはじめとする事務

の担当者の理解と協力が不可欠である。教室を授業しやすい空間にし、授業に必要な条件

を整えるためには、授業での必要性を具体的に説明し、理解を求める努力をしなければな

らない。また、教官相互の授業に関する情報交換ももちろんだが、本来ならば、学生の窓

口でもあり、授業に関わること全般に携わっている事務にこそ、形式的・手続き的な面ば

かりでなく、実践面での具体的な情報が伝わっているべきなのではないだろうか。今後は

マルチメディアに関しでも、事務関係者と教師が理解・サポートしあう関係がますます重

要性を増していくと考えられる。 10

rコンテクストJの回復
教室という閉塞状況を脱し、そこでの活動に外の世界での出来事とつながっていると

いう実感をどう持たせるのか、教室の外の現実、日本の外の現実との連繋をどのようにし

て作るかーときとしてこれは手の届かない目標のように思われる。教室でできることは非

常に限られているからである。現実世界のドイツ語は、それに付随するさまざまな状況、

たとえば場面や状況、誰と誰が話をしているのか、などによって多様な姿を見せる。しか

し授業で行なう練習などでは、具体的な「コンテクスト」から切り離された、一見二ュー

トラルだが平板な個別のドイツ語文を相互の脈絡なしに生産する形になってしまいがちで

ある。単語でも例文や会話、テクストでも、必ず具体的なコンテクストの中に引き戻し、

学生自身の現実との接点を作り出すことによって、ドイツ語がより立体的な像を結ぶよう

にすることが大切である。

異文化理解は教室の中から

学生と雑談していると「ドイツでは… J rドイツ人は… Jなどの具体的な質問を

よく受ける。 11 外国語を学習するとき、その言語が実際に使われている場所や使用して

いる「人間」に興味がわくのは自然である。このような聞いが出てくれば、教室という空

間での限られた時間の枠のなかであっても、異文化への糸口を見出すことは難しくない。

英語教師を対象とした「異文化理解のストラテジー -50の文化的トピックを視点に

してJ12 において、水野らは言語運用能力のほかに異文化教育の評価の基準となる3点

を r(1)積極的に相手を理解しようとしたか、 (2 )自分の考えを相手に伝える努力を

したか、 (3)課題を正確に把握し、協力して解決にあたったかJ (水野他、 48頁)とし、

それぞれについて具体的に論じているが、注目に値するのは、 r (…)このような体験は、

実は日本人の生徒同士でできる部分がたくさんあります。異文化体験といっても、要は考え

方や感じ方が異なる者の聞のコミュニケーションであり、程度の差こそあれ日本人でも人

は皆違っているからです。ですから、一人一人を大切にして‘誠実にコミュニケーションす

る態度こそ基本であり、それは‘日頃の教室や生活の中にその出発点があるのです。J (水

野他、 49頁)と述べている点である。同書は、英語教育の実情を踏まえてこう指摘しでも
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いる。「ただ、授業時間に制限のある英語教育の中での異文化教育は、他教科との関連も考

えてより選択的に取り扱うことしかできません。極論すれば、教科書に扱われている教材を

ふくらませる程度でしょう。しかし.その時でも、できるだけ生徒に発見させ、発見したこ

とを自分に結びつけて考察する姿勢を持つように励ますべきです。 J (向上、 73頁)また

r (…)英語学習に合わせて英語を母語とする人たちの文化を中心に学習し、それを見習

うべきモデルとしてではなく、異文化の一例、と位置づけて、そこで習得した異文化理解

の方法を、多様な文化を持つ人たちとのコミュニケーションで応用し、文化摩擦の解決法を

自ら発見する能力の養成を目指すべきだと思うのです。J (向上、 105頁)とし、 「新しい

文化に柔軟に対応する力」につなげることが重要であると述べている。

大学の外へ

「大学関係者は大学に閉じこもらず、地域社会にもっと聞かれた態度をとり、潜在的

なドイツ語学習者を開拓してはどうかJ rなぜ協力体勢が作られないのかj といった指摘

をネイティヴの教師たちから受けることがしばしばある。彼らにしてみれば、地域社会に

ドイツ語学習の需要があるのをみすみす見逃しているのが、不思議とももったいないとも

思えるのだろう。しかし、大学のドイツ語関係者の多くは学内のことだけで手一杯なのも

事実であり、外へ出かけていってまで何かの活動をしようという例は少ない。ネイティヴ

教師たちの目に映っているドイツ語関係者の広がりと、大学のドイツ語関係者のそれとで

はどうやらかなりズレがある。札幌での筆者の狭い経験範囲から言っても、 ドイツ言語圏や

ドイツ語に何らかの形で関わりを持っている人間はかなりの数になるはずにも関わらず、

接点は意外と少なく、あっても個別の動きに限られるようである。ドイツ語学習者やドイ

ツ語学習経験者にとって、決して充分な受け皿がある状況とは言えない。したがって、契

機さえあれば、それぞれに異なる商からドイツ語圏に関わり、興味を抱く者どうしが情報

や経験を交換できる場は案外簡単に見つかるはずである。そのためには、大学の中でも外

の情報を収集すると同時に、外へ向けて聞かれた催しゃ情報交換の場など、細かな動きを

地道に積み重ねていく必要がある。

ドイツ語関係者の層が厚くなれば、ドイツ語との関わり方も多面化・多様化して相互

に刺激を受けるようになる。ドイツ語の授業に関しでもそれは言える。その中から質の高

いもの・独創的な新しいものも生まれるようになり、全体のレベルが向上していく。そう

なれば、大学のドイツ語教育にも好影響が及ぶのではないだろうか。ひところ、大学教育

におけるドイツ語の健全な規模縮小の必要が言われ、大量な動機のない学習者を生み出す

かわりに、学習者数は少なくても質の高いドイツ語教育を提供することが提言されたこと

がある。しかしその後大学改革などさまざまな要因が絡んで、現在は授業数も減り、質も

数も低下しつつあるというのが実感でもあり、ある程度の宣伝活動をしないわけにはいか

ない状況である。その危機感の中から生まれてきた動きの中で、たとえば財団法人ドイツ

語語学文学振興会主催の「ドイツ語技能検定試験Jは、一般社会との接点を作る試みとし

てある程度成功していると言える。
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すぐそこにあるドイツ語圏とのアクセスポイント

試みに、大学の外で可能なドイツ語およびドイツ語圏との接点をあげてみると、思い

つくだけでもたとえば次のようなものがある。

-公共機関・団体:大使館・領事館、姉妹都市関連事業、姉妹校交流、企業間提携、

文化・スポーツ交流、翻訳・通訳関係、日強協会、

・ドイツ語学習の場:公私のドイツ語講座(学習者)、 ドイツ語技能検定試験

・ドイツ語圏滞在経験:旅行、留学、技能習得(およびこれらの経験者)

-ネイティヴスビーカー:教師、留学生、研究者、企業駐在員、在日ドイツ語圏人、

ホームステイ受けいれ。

-ドイツ語圏の産物・製品の消費

・メディアから得られる情報:新聞、書物、テレビ、ビデオ、映画、インターネット…。

他にも関連は思わぬところに潜んでいるであろうし、学生自身の生活の中でドイツ語圏と

の関連を見つけ出すことを授業のなかでテーマとして取り上げることも可能である。

ネイティヴスピーカーとの距離

テレビなどでは、日本語を自在に操る外国人がコメントする場面がずいぶん増えた。

テレビの語学講座でも、以前は発音のモデルの感があったネイティヴの役割に若干変化が

見られ、自ら通訳を介さずに直接日本語でメッセージを発信し、日本人出演者とわたりあ

う.日本語を話す外国人が「変なガイジンJと呼ばれていた時代は去りつつある。

とは言えこれは一部の目立つ現象であって、日本滞在中の、または滞在経験のあるド

イツ語圏のネイティヴたちから、周囲の日本人とのコミュニケーション上の問題や、 「個

人としての自分Jに興味を持って欲しい、あるいは欲しかったというぼやきを聞く機会は

いっこうに減らない。しかしいずれドイツ語教育でも、 ドイツ語圏の情報源や正しいドイ

ツ語・発音モデルの提供者としてだけではなく、日独両言語を介して相互的コミュニケー

ションのとれるパートナーへとネイティヴの位置は変わっていくだろう。

ふたたび「教室Jへ
個人対個人のコミュニケーション

さて、これからは、新しいメディアに子供のころから慣れ親しんでいる世代が大学に

入ってくる。コンビューターを単なる日常生活の道具のーっとして使いこなす学習者がメ

ディアの使い手として授業の場に入ってくることで、教師と学習者、学習者どうしの活動

の場は教室という閉じた空間を離れ、予想もできなかった形で広がっていく可能性がある。

知識や情報は教室にいなくてもどこでも受信でき、どこからでも発信されるようになる。

そのとき教師は、学生が知識の断片や切れはしをバラバラに受け止めるのではなく、

それぞれに自分なりの関連を作り出し、得た知識の集合をある「流れJ r全体Jとして自

分自身の現実とリンクさせることができるように手助けをする調整役となる。教室と外と

を隔てている壁がメディアを介して低くなっていき、内と外の聞に風が循環するようにな

po 



れば、教室はドアの後ろで何が行われているのかわからない閉じた空間ではいられなくな

るだろう。実はここでいう教室は、必ずしも今あるような、建物のなかの仕切られた部屋

である必要はなくなっているかもしれない。

しかしそうなったときには、バーチャルなものではない、現実の空間としての「教室J

もまた、こんどは人と人とが会って相手の姿を見、声を聞き、じかにことばを交わすこと

のできる、つまり身体性を取り戻せる共通のよりどころとしてあらためてその機能を発揮

しはじめ、 「学生たちの知的なたまり場になっていくJ (浅野、 55頁)可能性を秘めてい

るのではないだろうか。いかにメディアが発達・多様化し、時間空間を克服できるように

見えようと、生身の人間どうしの直接のコミュニケーションほどエキサイティングなもの

はないのである。

注

1 1998年 7月に聞かれた「ドイツ語教育におけるマルチメディアの活用Jをテーマとす

る「文部省主催夏期ドイツ語教員セミナー」で「挿し絵Jに関するパートを担当した際、

板書の持つ可能性の再認識についも併せてとりあげた。なぜ今さら挿し絵や板書に時間を

割くのかという反応もなかったわけではない。従来の諸メディアもすべて含めてのマルチ

メディアであるという共通の認識の必要性と改めて感じた。

なお、日本の学生の学習習慣などを考慮した上で板書の問題を具体的に論じたものと

しては、 Pet巴rHarant : Boardwork in Large Language Classesを参照。

2 現在の技術で実現可能な rTV黒板」の詳細については、鈴木 182・189頁に詳しい。

3 ドイツ語では、これら全てを占ilder“という一語でくくることができるが、日本語には

これに対応する適切な訳語が見当たらない。そこで仮に「絵j を充てておくことにした。

Macaire / Hosch : Bilder in der Landeskundeでは「表現手段J (71・74頁}と授業におけ

る「機能J (75-98頁)の二つの観点から Bilderのタイプ分けを行なっている。

4 Macaire / Hosch : Bilder in der Landeskunde及び Scherling/ Schuckall : Mit Bildern lernen 

を参照。

5 しかし、ネイティヴスビーカーには絵から容易に読み取れるものでも、日本人教師に

はわかりにくい情報もあるし、受け止め方が異なることもある。日本人教師とネイティヴ

スビーカーが協力して、授業に用いる絵について、あらかじめ相互の受容や解釈の違いを

比較しておくのも有効な手段である。また、日本入学習者の受容の仕方を予測する意味で、

ネイティヴの教師にとっても授業の助けとなるのではないだろうか。

-62-



6 難点は、価格が高いため購入を強制しにくいことだが、筆者は新品・貰い物・古本を

問わず必ず「自分の」辞書を一冊入手することを条件としている。

7 中学・高校の英語教育の学習指導要領の理論的枠組と、現場での定着・実践面に関す

る考察は、和田稔「日本における英語教育の研究 学習指導要領と理論と実践」に詳しい。

8 授業の成否は、学生がどれだけ授業にむけてエネルギーを注いでくるかに影響され

ます。それを私は、学生を『ノラセル』とか『ノリ』をつくる、とかいっています。IJ'ノ

リ』をつくりだせば、学生にどんどん要求を出していっても、相当な水準まで学生たちは

勉強していくものです。 J (浅野、 23頁) Iこの『ノリ』は教師対学生の関係だけでなく、

学生相互の関係としても成立させ発展させていくことが大切です。それは学生が知的活動

を協同的に展開していくことを教師が支えるという考え方に立つからでもあり、 『ノリ』

が学生相互に形成されると、学生たちが研究=学習に向けての自己運動をつくりだしてい

ってくれるからでもあります。 J (浅野、 26頁)

9 見られる」経験ができる好例として、グループで現役の学生相手の実験授業を準備

して見学しあう、 MethodisclトDidaktischesSeminar (関西ドイツ文化センター主催)をあげ

たい。このセミナーは、実践的な授業トレーニングの場であると同時に、考え方も経験も

異なるさまざまな参加者と意見交換しながら共同で授業を形作ってゆく過程を経験できる

という意味では、教師のインターラクションのトレーニングの場でもある。

1 0 具体的な詳細は未確認だが、技術面の知識と教員の資格をあわせ持ち、学校へ派遣さ

れる人材として「テクノロジー・コーディネーター」が先進国の多くにあるという指摘が

鈴木にある。(鈴木、 100頁) 授業の実際を知る人間と、マルチメディアの技術や設計に

詳しい人聞が協同で教室空間を作り上げれば、業者任せにしたために実用に不向きな教室

になってしまう事態などは避けられる。

1 1 注意したいのは、ドイツ語圏の総称として「ドイツ」、ドイツ語圏出身者の総称とし

て「ドイツ人」という語をつい使いがちなことである。授業ではこれらの表現には慎重で

あるべきだし、 ドイツ語圏の広がり、ドイツ語のヴァリエーションの存在も意識する必要

がある。同時に、日本の社会現象などを外国との比較で論じる際に「西洋ではJ I西欧で

はJあるいは「諸外国ではJ (この場合も漠然と西ヨーロッパと北アメリカをさしている

と考えられる場合が多い)といった表現が依然として日常的に使われている背景なども、

授業のなかで考えてみる意味があるだろう。

12 日本では比較的よく知られている印象のある英語文化圏内にも違いがいくつもある

ことを再認識させられるのが、英語教師養成において異文化コミュニケーションの視点か

らの知識・訓練が軽視されてきたことへの反省から書かれた同書である。教員養成に関す

るドイツ語教育の貧困な実状を考えると、 ドイツ語文化圏に関しでも知識と授業との有機

的・具体的な関連を示唆するところの多い類書が多数出ることを望みたい。
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